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1133・・1144日日､､ ああいいににくくのの雨雨模模様様だだっったたがが恒恒

例例のの球球技技大大会会がが開開かかれれたた｡｡ 時時折折猛猛烈烈にに降降るる

雨雨ににもも負負けけずず､､ ググララウウンンドドでではは男男子子ミミニニササ

ッッカカーーがが学学年年ごごととののリリーーググ戦戦でで開開催催さされれ､､

全全身身ずずぶぶ濡濡れれ､､ 泥泥だだららけけににななりりななががらら熱熱戦戦

がが繰繰りり広広げげらられれたた｡｡

試試合合後後､､ 大大雨雨ででででききたた水水たたままりりにに頭頭かからら

飛飛びび込込むむ３３年年生生ののググルルーーププもも現現れれ､､ ああちちここ

ちちでで青青春春のの思思いい出出作作りり？？のの光光景景ががああっったた｡｡

体体育育館館､､ 佐佐野野体体育育館館でではは女女子子ババレレーーボボーー

ルルのの学学年年リリーーググ､､ 学学年年対対抗抗ののチチャャンンピピオオンン

ズズリリーーググがが開開かかれれたた｡｡

ななおお､､ 男男子子ササッッカカーー３３年年優優勝勝のの５５組組とと教教

員員チチーームムととののエエキキシシビビシショョンンママッッチチがが日日程程

終終了了後後にに行行わわれれ､､ ２２－－２２かかららＰＰＫＫ戦戦のの末末､､

教教員員チチーームムがが勝勝利利ししたた｡｡

成成績績はは次次のの通通りり｡｡

【【男男子子ササッッカカーー】】

①①１１年年４４組組､､ ２２年年４４組組､､ ３３年年５５組組

【【女女子子ババレレーー】】

▽▽総総合合優優勝勝､､ ２２年年４４組組ＡＡ

①①１１年年３３組組ＡＡ､､ ２２年年４４組組ＡＡ､､ ３３年年１１組組ＡＡ

1166
日日
夜夜
、、
１１
年年
生生
のの
保保
護護

者者
をを
対対
象象
にに
、、
系系
列列
選選
択択
説説

明明
会会
をを
実実
施施
しし
たた
。。
生生
徒徒
のの

進進
路路
にに
かか
かか
わわ
るる
大大
切切
なな
選選

択択
のの
たた
めめ
、、
参参
加加
しし
たた
4400
人人

のの
保保
護護
者者
はは
熱熱
心心
にに
聞聞
きき
入入

っっ
てて
いい
たた
。。

生生
徒徒
たた
ちち
はは
教教
養養
、、
地地
域域

文文
化化
、、
建建
設設
技技
術術
、、
ビビ
ジジ
ネネ

スス
、、
情情
報報
のの
５５
系系
列列
のの
中中
かか

らら
２２
・・
３３
年年
次次
にに
所所
属属
すす
るる

系系
列列
をを
一一
つつ
選選
択択
しし
、、
各各
専専

門門
科科
目目
をを
学学
ぶぶ
。。

教教
養養
系系
列列
はは
教教
養養
をを
深深
めめ

るる
たた
めめ
のの
科科
目目
をを
設設
定定
しし
、、

大大
学学
、、
医医
療療
系系
専専
門門
学学
校校
、、

公公
務務
員員
なな
どど
のの
進進
路路
にに
対対
応応

すす
るる
。。

地地
域域
文文
化化
系系
列列
はは
デデ
ザザ
イイ

ンン
、、
観観
光光
、、
防防
災災
にに
つつ
いい
てて

のの
基基
礎礎
知知
識識
をを
習習
得得
しし
、、
当当

地地
方方
のの
発発
展展
にに
寄寄
与与
でで
きき
るる

人人
材材
をを
育育
成成
すす
るる
。。

建建
設設
技技
術術
系系
列列
はは
道道
路路
、、

橋橋
、、
トト
ンン
ネネ
ルル
、、
ダダ
ムム
なな
どど

をを
造造
るる
たた
めめ
のの
知知
識識
やや
技技
術術

をを
習習
得得
しし
、、
もも
のの
づづ
くく
りり
をを

実実
践践
でで
きき
るる
人人
材材
をを
育育
成成
すす

るる
。。ビビ

ジジ
ネネ
スス
系系
列列
はは
ビビ
ジジ
ネネ

スス
のの
基基
礎礎
基基
本本
でで
ああ
るる
簿簿
記記
、、

情情
報報
処処
理理
、、
ワワ
ーー
ププ
ロロ
、、
計計

算算
なな
どど
のの
力力
をを
身身
にに
つつ
けけ
たた

人人
材材
をを
育育
成成
すす
るる
。。

情情
報報
系系
列列
はは
ココ
ンン
ピピ
ュュ
ーー

タタ
ーー
のの
基基
本本
的的
なな
仕仕
組組
みみ
やや

ソソ
フフ
トト
ウウ
エエ
アア
のの
使使
用用
方方
法法

なな
どど
をを
理理
解解
しし
、、
ビビ
ジジ
ネネ
スス

にに
関関
わわ
るる
人人
材材
をを
育育
成成
すす
るる
。。

９９
月月
中中
旬旬
にに
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの

系系
列列
にに
設設
けけ
てて
いい
るる
科科
目目
のの

説説
明明
会会
をを
経経
てて
、、
1100
月月
下下
旬旬

にに
最最
終終
決決
定定
すす
るる
。。

硬硬
式式
野野
球球
部部
はは
1188
日日
、、
第第

四四
試試
合合
でで
伊伊
都都
高高
校校
とと
対対
戦戦

しし
たた
。。
８８
――
３３
でで
敗敗
れれ
たた
がが
、、

投投
手手
のの
藪藪
本本
祥祥
也也
君君
以以
下下
１１

年年
生生
がが
四四
人人
先先
発発
しし
たた
若若
いい

チチ
ーー
ムム
でで
ああ
りり
、、
今今
後後
にに
期期

待待
でで
きき
るる
試試
合合
内内
容容
だだ
っっ
たた
。。

新新
翔翔
はは
二二
回回
一一
死死
一一
塁塁
、、

栗栗
須須
貴貴
嗣嗣
君君((

２２
年年))

のの
適適

時時
三三
塁塁
打打
でで
先先
制制
しし
、、
四四
回回

にに
もも
二二
死死
満満
塁塁
かか
らら
安安
田田
豊豊

君君((

１１
年年))

のの
適適
時時
打打
なな
どど

でで
点点
差差
をを
広広
げげ
たた
。。

伊伊
都都
はは
四四
回回
、、
失失
策策
とと
暴暴

投投
でで
１１
点点
をを
返返
すす
とと
、、
走走
者者

一一
掃掃
のの
適適
時時
三三
塁塁
打打
をを
放放
っっ

てて
逆逆
転転
。。
ささ
らら
にに
六六
・・
八八
回回

にに
もも
２２
点点
ずず
つつ
加加
点点
しし
たた
。。

新新
翔翔
はは
五五
回回
以以
降降
、、
伊伊
都都

のの
継継
投投
策策
にに
打打
線線
がが
沈沈
黙黙
しし

たた
。。

るる
９９
月月
まま
でで
のの
３３
カカ
月月
間間
のの

予予
定定
やや
就就
職職
試試
験験
、、
社社
会会
人人

にに
なな
るる
ここ
とと
へへ
のの
心心
構構
ええ
、、

求求
人人
票票
のの
見見
方方
なな
どど
にに
つつ
いい

てて
説説
明明
をを
受受
けけ
たた
。。

進進
路路
指指
導導
部部
でで
はは
、、
３３
年年

生生
１１
３３
２２
人人
をを
対対
象象
にに
進進
路路

別別
のの
アア
セセ
ンン
ブブ
リリ
ーー
をを
実実
施施

しし
たた
。。
専専
門門
学学
校校
にに
はは
2233
人人
、、

看看
護護
学学
校校
はは
1177
人人
、、
四四
年年
制制

とと
短短
期期
大大
学学
はは
1166
人人
、、
就就
職職

にに
はは
最最
もも
多多
いい
6644
人人
がが
参参
加加

しし
、、
進進
路路
実実
現現
のの
たた
めめ
にに
耳耳

をを
傾傾
けけ
たた
。。

進進
学学
希希
望望
者者
をを
対対
象象
とと
しし

たた
専専
門門
・・
看看
護護
学学
校校
、、
四四
年年

制制
・・
短短
期期
大大
学学
でで
はは
、、
将将
来来

就就
きき
たた
いい
職職
業業
をを
考考
ええ
てて
学学

科科
をを
選選
ぶぶ
ここ
とと
やや
学学
校校
選選
びび
、、

教教
科科
ごご
とと
のの
学学
習習
方方
法法
やや
学学

習習
時時
間間
のの
確確
保保
なな
どど
にに
つつ
いい

てて
のの
説説
明明
がが
ああ
っっ
たた
。。

就就
職職
はは
会会
場場
とと
なな
っっ
たた
会会

議議
室室
がが
満満
席席
にに
なな
るる
よよ
うう
なな

状状
況況
でで
、、
就就
職職
試試
験験
がが
始始
まま

第第
３３
回回
和和
歌歌
山山
県県
教教
育育
委委
員員
会会｢｢

井井
戸戸
端端
トト
ーー
クク｣｣

がが
1155
日日
、、
市市
立立
光光
洋洋
中中
学学
校校
とと

新新
翔翔
高高
校校
でで
開開
催催
ささ
れれ
、、
地地
域域
のの
人人
やや
保保
護護
者者
、、
学学
校校
関関
係係
者者
らら
約約
１１
４４
００
人人
がが
参参
加加

しし
たた
。。
３３
つつ
のの
分分
散散
会会
でで
共共
通通
のの
テテ
ーー
ママ
にに
つつ
いい
てて
話話
しし
合合
いい
、、
全全
体体
会会
でで
報報
告告
しし
たた
。。

▽▽
群群
れれ
てて
遊遊
んん
でで
いい
るる
学学
校校

▽▽
先先
生生
がが
元元
気気
なな
学学
校校

▽▽
生生
徒徒
もも
保保
護護
者者
もも
尊尊
敬敬
でで

きき
るる
先先
生生
がが
いい
るる
学学
校校

▽▽
教教
師師
、、
生生
徒徒
のの
距距
離離
感感
がが

小小
ささ
いい
学学
校校
がが
望望
まま
しし
いい

▽▽
子子
どど
もも
のの
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー

シシ
ョョ
ンン
力力
がが
不不
足足
しし
てて
いい
るる

がが
、、
大大
人人
もも
そそ
うう
でで
はは
なな
いい

かか▽▽
明明
るる
くく
大大
きき
なな
声声
でで
、、
笑笑

顔顔
でで
ああ
いい
ささ
つつ
でで
きき
るる
生生
徒徒

夏夏
休休
みみ
をを
翌翌
日日
にに
控控
ええ
たた

2200
日日
、、
体体
育育
館館
でで
１１
学学
期期
のの

終終
業業
式式
がが
ああ
っっ
たた
。。
ここ
のの
日日

はは
本本
格格
的的
なな
夏夏
のの
訪訪
れれ
をを
予予

感感
ささ
せせ
るる
大大
変変
なな
暑暑
ささ
のの
中中

だだ
っっ
たた
がが
、、
生生
徒徒
たた
ちち
はは
七七

瀧瀧
校校
長長
のの
言言
葉葉
にに
耳耳
をを
傾傾
けけ

たた
。。式式

辞辞
のの
中中
でで
七七
瀧瀧
校校
長長
はは
、、

｢｢

過過
ちち
てて
改改
めめ
ざざ
るる
、、
ここ
れれ

をを
過過
ちち
とと
いい
うう｣｣

とと
いい
うう
言言

葉葉
をを
用用
いい
、、
人人
生生
のの
過過
ちち
にに

つつ
いい
てて
、、
今今
気気
付付
くく
のの
かか
、、

数数
年年
後後
にに
気気
付付
くく
のの
かか
、、
ささ

らら
にに
はは
気気
付付
かか
なな
いい
まま
まま
年年

をを
重重
ねね
てて
しし
まま
うう
のの
かか
でで
将将

来来
がが
変変
わわ
っっ
てて
くく
るる
とと
述述
べべ

たた
。。
そそ
のの
たた
めめ
にに
１１
学学
期期
でで

足足
りり
なな
かか
っっ
たた
とと
ここ
ろろ
をを
深深

くく
反反
省省
しし
、、
夏夏
休休
みみ
にに
目目
的的

をを
持持
っっ
てて
過過
ごご
すす
ここ
とと
がが
ここ

のの
期期
間間
をを
成成
長長
すす
るる
機機
会会
にに

でで
きき
るる
とと
語語
りり
かか
けけ
たた
。。

まま
たた
、、
１１
学学
期期
のの
クク
ララ
ブブ

活活
動動
のの
活活
動動
状状
況況
にに
つつ
いい
てて

触触
れれ
、、
高高
校校
総総
体体
にに
よよ
るる
多多

くく
のの
生生
徒徒
のの
活活
躍躍
がが
学学
校校
をを

活活
性性
化化
しし
てて
いい
るる
ここ
とと
をを
話話

しし
たた
。。
そそ
しし
てて
、、
よよ
りり
多多
くく

のの
生生
徒徒
がが
クク
ララ
ブブ
活活
動動
にに
取取

りり
組組
みみ
、、
日日
々々
のの
練練
習習
にに
励励

んん
でで
ほほ
しし
いい
とと
述述
べべ
たた
。。
最最

後後
にに
進進
路路
実実
現現
にに
つつ
いい
てて
厳厳

しし
いい
経経
済済
状状
況況
のの
中中
でで
自自
分分

のの
進進
路路
をを
実実
現現
しし
てて
いい
くく
たた

めめ
にに
今今
、、
やや
るる
べべ
きき
ここ
とと
をを

しし
っっ
かか
りり
取取
りり
組組
むむ
ここ
とと
のの

大大
切切
ささ
をを
述述
べべ
たた
。。
特特
にに
３３

年年
生生
はは
ここ
れれ
かか
らら
本本
格格
的的
にに

進進
路路
をを
決決
定定
すす
るる
時時
期期
にに
きき

てて
おお
りり
、、
セセ
ーー
ルル
スス
ポポ
イイ
ンン

トト
をを
一一
つつ
でで
もも
多多
くく
もも
つつ
ここ

とと
がが
重重
要要
でで
ああ
るる
とと
語語
っっ
たた
。。

１１
、、
２２
年年
生生
にに
つつ
いい
てて
もも
将将

来来
をを
見見
据据
ええ
てて
、、
日日
々々
努努
力力

しし
、、
目目
標標
をを
持持
っっ
てて
取取
りり
組組

むむ
ここ
とと
がが
大大
切切
でで
ああ
るる
とと
述述

べべ
、、
１１
学学
期期
のの
終終
業業
式式
がが
終終

了了
しし
たた
。。
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新新
翔翔
高高
校校
にに
勤勤
めめ
てて
２２

年年
目目
。。
印印
象象
はは
生生
徒徒
がが
元元

気気
がが
いい
いい
とと
いい
うう
ここ
とと
でで

すす
。。
特特
にに
クク
ララ
ブブ
がが
活活
発発

とと
いい
うう
イイ
メメ
ーー
ジジ
がが
ああ
りり

まま
すす
。。
朝朝
はは
早早
めめ
にに
学学
校校

にに
来来
るる
のの
でで
すす
がが
、、
ググ
ララ

ウウ
ンン
ドド
かか
らら
はは
、、
朝朝
練練
のの

生生
徒徒
のの
とと
てて
もも
元元
気気
のの
よよ

いい
掛掛
けけ
声声
がが
聞聞
ここ
ええ
てて
きき

まま
すす
。。

授授
業業
はは
理理
科科
とと
情情
報報
をを

担担
当当
しし
てて
いい
まま
すす
。。
ここ
れれ

かか
らら
のの
情情
報報
社社
会会((

携携
帯帯

電電
話話
、、
ココ
ンン
ピピ
ュュ
ーー
タタ
なな

どど
のの
電電
子子
機機
器器
がが
身身
近近
なな

社社
会会))

をを
生生
きき
てて
いい
くく
生生

徒徒
たた
ちち
にに
少少
しし
でで
もも
役役
にに

立立
てて
ばば
とと
思思
っっ
てて
いい
まま

すす
。。趣趣

味味
はは
野野
菜菜
作作
りり
でで

すす
。。
今今
年年
はは
トト
ママ
トト
がが
よよ

くく
育育
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

高高
校校
生生
活活
はは
３３
年年
しし
かか

なな
いい
のの
でで
クク
ララ
ブブ
にに
勉勉
強強

にに
、、
何何
でで
もも
いい
いい
のの
でで
思思

いい
出出
をを
たた
くく
ささ
んん
作作
っっ
てて

くく
だだ
ささ
いい
。。
人人
生生
のの
中中
でで

一一
番番
輝輝
いい
てて
いい
るる
時時
期期
だだ

とと
思思
いい
まま
すす
。。
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のの
いい
るる
学学
校校
はは
元元
気気
だだ
とと
いい

うう
ここ
とと
にに
結結
びび
つつ
くく

▽▽
大大
人人
がが
しし
っっ
かか
りり
ああ
いい
ささ

つつ
でで
きき
てて
いい
るる
のの
かか

▽▽
地地
域域
のの
大大
人人
とと
子子
どど
もも
がが

よよ
いい
関関
係係
作作
りり
がが
でで
きき
てて
いい

るる
かか

▽▽
子子
どど
もも
とと
大大
人人
のの
良良
好好
なな

関関
係係
作作
りり
がが
必必
要要

▽▽
学学
校校
でで
先先
生生
のの
元元
気気
のの
ああ

るる
表表
情情
がが
見見
たた
いい

▽▽
保保
護護
者者
のの
活活
動動
がが
見見
ええ
るる

学学
校校
はは
良良
いい
学学
校校
でで
ああ
るる

▽▽
学学
校校
とと
地地
域域
のの
取取
りり
組組
みみ

がが
学学
校校
にに
元元
気気
をを
与与
ええ
てて
くく

れれ
るる
のの
でで
はは
なな
いい
かか

▽▽
学学
校校
もも
地地
域域
にに
積積
極極
的的
にに

出出
てて
きき
てて
ほほ
しし
いい

▽▽
学学
校校
のの
先先
生生
だだ
けけ
でで
なな
くく
、、

地地
域域
のの
力力
もも
必必
要要

光光
洋洋
中中
でで
５５
限限
目目
、、
新新
翔翔

高高
でで
６６
限限
目目
のの
授授
業業
見見
学学
後後
、、

分分
散散
会会
でで
はは｢｢

地地
域域
とと
つつ
くく

るる
元元
気気
なな
学学
校校
にに
つつ
いい
てて｣｣

とと｢｢

学学
力力
・・
体体
力力
のの
向向
上上｣｣

をを

テテ
ーー
ママ
にに
、、
熱熱
いい
トト
ーー
クク
がが

展展
開開
ささ
れれ
たた
。。
共共
通通
キキ
ーー

ワワ
ーー
ドド
はは｢｢

ああ
いい
ささ
つつ
のの
大大

切切
ささ｣｣

でで
、、
元元
気気
なな
学学
校校
とと

はは
生生
徒徒
もも
先先
生生
もも
ああ
いい
ささ
つつ

がが
しし
っっ
かか
りり
でで
きき
、、
生生
徒徒
だだ

けけ
でで
はは
なな
くく
先先
生生
にに
もも
笑笑
顔顔

のの
ああ
るる
学学
校校
でで
ああ
るる
とと
まま
とと

まま
っっ
たた
。。

全全
体体
会会
でで
報報
告告
ささ
れれ
たた
意意

見見
をを
紹紹
介介
すす
るる
。。

▽▽
自自
分分
のの
意意
見見
をを
言言
ええ
るる
学学

校校▽▽
弱弱
いい
者者
をを
支支
援援
しし
てて
いい
けけ

るる
学学
校校

▽▽
生生
徒徒
、、
教教
師師
、、
学学
校校
がが
本本

気気
でで
話話
しし
合合
ええ
るる
学学
校校

▽▽
夢夢
やや
希希
望望
をを
持持
てて
るる
学学
校校 3
4
�
5
6
7
�
��8

9
:
;
#
<
=
>
?
@
1

�������	
�

A
B
C
D
E
F
�
6
G
H
I

�
J
�
K
8
�
�
L
F
MN
O

�
P

����

������������	����

����� ����
��� !"#$%&�'($)$*

Q
R
S
T
U
V
W
X
Y
Z

�
J
�
#
[
\
]
�
^
_

`
a
b
I

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
	
�
�
�

���� !"#$%&'

()*"+,

-.�/�0123"45

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
!
	
"
�

��������������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ババ
ドド
ミミ
ンン
トト
ンン
部部
はは
３３

年年
生生
1100
人人
、、
２２
年年
生生
３３
人人
、、

１１
年年
生生
６６
人人
のの
計計
1199
人人
でで

ここ
のの
６６
月月
のの
県県
総総
体体
予予
選選

まま
でで
活活
動動
しし
たた
。。
現現
在在
はは

１１
・・
２２
年年
生生
にに
加加
ええ
、、
沖沖

縄縄
イイ
ンン
タタ
ーー
ハハ
イイ
出出
場場
をを

決決
めめ
たた
３３
年年
生生
２２
人人
をを
合合

わわ
せせ
たた
1111
人人
でで
活活
動動
しし
てて

いい
るる
。。

同同
部部
かか
らら
のの
イイ
ンン
タタ
ーー

ハハ
イイ
出出
場場
はは
８８
年年
ぶぶ
りり
。。

3311
日日
にに
はは
ダダ
ブブ
ルル
スス
戦戦
、、

８８
月月
１１
日日((

日日))

にに
はは
シシ

ンン
ググ
ルル
スス
戦戦
がが
ああ
りり
、、
一一

つつ
でで
もも
多多
くく
勝勝
てて
るる
よよ
うう

一一
生生
懸懸
命命
練練
習習
しし
てて
いい
るる
。。

練練
習習
内内
容容
はは
ララ
ンン
ニニ
ンン

ググ
、、
筋筋
トト
レレ
、、
フフ
ッッ
トト

ワワ
ーー
クク
、、
基基
礎礎
打打
ちち
、、
ノノ

ッッ
クク
、、
試試
合合
形形
式式
なな
どど
たた

くく
ささ
んん
ああ
るる
。。
まま
たた
部部
員員

一一
人人
一一
人人
がが
自自
分分
のの
目目
標標

をを
しし
っっ
かか
りり
とと
立立
てて
、、
常常

にに
向向
上上
心心
とと
感感
謝謝
のの
気気
持持

ちち
をを
持持
っっ
てて
取取
りり
組組
んん
でで

いい
るる
。。
中中
学学
時時
代代
はは
、、
ババ

ドド
ミミ
ンン
トト
ンン
とと
はは
まま
っっ
たた

くく
のの
無無
縁縁
でで
、、
高高
校校
生生
にに

なな
っっ
てて
かか
らら
始始
めめ
たた
部部
員員

もも
いい
るる
。。

ババ
ドド
ミミ
ンン
トト
ンン
はは
たた
だだ

シシ
ャャ
トト
ルル((

羽羽
根根))

をを
ララ

ケケ
ッッ
トト
でで
打打
ちち
返返
すす
だだ
けけ

でで
、、
ああ
まま
りり
ハハ
ーー
ドド
なな
スス

ポポ
ーー
ツツ
でで
はは
なな
いい
とと
思思
っっ

てて
いい
るる
人人
もも
多多
いい
とと
思思
うう
。。

しし
かか
しし
、、
実実
際際
にに
挑挑
戦戦
しし

てて
みみ
るる
とと
、、
そそ
うう
でで
はは
なな

いい
。。
ココ
ーー
トト
がが
広広
くく
感感
じじ
、、

運運
動動
量量
もも
多多
いい
。。
まま
たた
ララ

ケケ
ッッ
トト
にに
シシ
ャャ
トト
ルル
がが
当当

たた
らら
なな
くく
てて
空空
振振
りり
すす
るる

ここ
とと
もも
最最
初初
のの
うう
ちち
はは
よよ

くく
ああ
るる
。。
相相
手手
とと
のの
駆駆
けけ

引引
きき
やや
、、
時時
にに
はは
相相
手手
をを

だだ
まま
すす
シシ
ョョ
ッッ
トト
なな
どど
、、

試試
合合
中中
はは
常常
にに
、、
次次
にに
どど

のの
よよ
うう
なな
シシ
ョョ
ッッ
トト
をを
すす

るる
かか
をを
考考
ええ
なな
けけ
れれ
ばば
いい

けけ
なな
いい
。。
ババ
ドド
ミミ
ンン
トト
ンン

はは
精精
神神
面面
にに
左左
右右
ささ
れれ
、、

一一
つつ
のの
ププ
レレ
ーー
がが
ゲゲ
ーー
ムム

のの
流流
れれ
をを
変変
ええ
てて
しし
まま
うう

ここ
とと
もも
度度
々々
ああ
るる
。。

ババ
ドド
ミミ
ンン
トト
ンン
はは
すす
べべ

てて
のの
球球
技技
のの
中中
でで
打打
球球
のの

初初
速速
がが
最最
もも
速速
いい
ここ
とと
でで

有有
名名
。。
スス
ママ
ッッ
シシ
ュュ
のの
初初

速速
はは
、、
時時
速速
３３
００
００
〜〜
４４

００
００
㌔㌔
にに
達達
すす
るる
とと
いい
わわ

れれ
てて
いい
るる
。。
打打
ちち
出出
ささ
れれ

たた
シシ
ャャ
トト
ルル
はは
急急
激激
にに
速速

度度
がが
低低
下下
すす
るる
たた
めめ
、、
初初

速速
とと
終終
速速
のの
差差
がが
著著
しし
いい
。。

まま
たた
打打
球球
がが
空空
気気
抵抵
抗抗
をを

受受
けけ
やや
すす
くく
、、
少少
しし
のの
風風

でで
もも
飛飛
距距
離離
にに
影影
響響
をを
及及

ぼぼ
すす
。。
そそ
のの
たた
めめ
練練
習習
やや

試試
合合
はは
風風
のの
影影
響響
をを
受受
けけ

にに
くく
いい
、、
閉閉
めめ
切切
っっ
たた
場場

所所
でで
しし
なな
いい
とと
いい
けけ
なな
いい
。。

暑暑
いい
夏夏
でで
もも
体体
育育
館館
をを
閉閉

めめ
切切
っっ
てて
練練
習習
しし
てて
いい
るる

のの
をを
理理
解解
しし
てて
いい
たた
だだ
けけ

るる
かか
とと
思思
うう
。。

ララ
ケケ
ッッ
トト
でで
打打
たた
れれ
たた

シシ
ャャ
トト
ルル
はは
進進
行行
方方
向向
にに

向向
かか
っっ
てて
反反
時時
計計
回回
りり
にに

回回
転転
しし
なな
がが
らら
空空
中中
をを
移移

動動
。。
逆逆
にに
シシ
ャャ
トト
ルル
をを
受受

けけ
るる
側側
にに
はは
時時
計計
回回
りり
にに

回回
転転
しし
なな
がが
らら
向向
かか
っっ
てて

くく
るる
。。
シシ
ャャ
トト
ルル
のの
羽羽
根根

はは
1166
枚枚
ああ
りり
、、
同同
じじ
方方
向向

にに
ココ
ルル
クク
にに
埋埋
めめ
込込
んん
でで

ああ
るる
たた
めめ
、、
右右
利利
きき
のの
ププ

レレ
ーー
ヤヤ
ーー
とと
左左
利利
きき
のの
ププ

レレ
ーー
ヤヤ
ーー
がが
打打
っっ
たた
シシ
ャャ

トト
ルル
のの
動動
きき
にに
はは
微微
妙妙
なな

違違
いい
がが
ああ
るる
。。

ババ
ドド
ミミ
ンン
トト
ンン
とと
いい
うう

競競
技技
はは
実実
際際
にに
やや
っっ
てて
みみ

るる
とと
奥奥
がが
深深
いい
スス
ポポ
ーー
ツツ

だだ
とと
思思
うう
。。
興興
味味
・・
関関
心心

のの
ああ
るる
人人
はは
、、
ぜぜ
ひひ
体体
育育

館館
でで
見見
学学
をを
。。
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